
第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞２０２５年５月 30日 

事業者情報 

事業者名 株式会社 大田まちづくり公社 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役 

氏名 川野 正博 

ホームページ URL（任意） https://www.ota-machizukuri.co.jp/ 

事業者ロゴ（任意） 

 

 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

株式会社大田まちづくり公社は、大田区指定管理者として、高齢者住宅の管理を行う 

「住宅管理業務」や JR 蒲田・京急蒲田駅前周辺の「自転車駐車場管理業務」「環境改善活

動」などを通じて大田区のまちづくりに貢献しています。 

私たちの会社は 2030 年には持続可能な開発目標(SDGs)の実現に向けた先進企業とされ

ることを目指していきます。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

  ○●    

      

● ○●   ○●  

     

 

●    ○●  



目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ✓ 【メイン】 

  3 

【サブ】 

  7，13，17 

＜高齢者住宅の課題解決＞ 

・高齢者住宅内スペース等を活用して、居住者と地域

関係部署、自治会等との交流や情報交換を進める。 

・高齢者住宅の計画的な維持更新を行う。 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

②  

経済 ☐ 【メイン】 

11 

【サブ】 

8，17 

＜住みやすいまちの環境づくり＞ 

・自主的な環境美化活動として、駅前広場の定期清掃

を継続して行う。 

・駅前の放置自転車状況の調査結果等を大田区に提供

するなど環境改善を関連部署と連携して進める。 

社会 ✓ 

環境 ✓ 

③  

経済 ✓ 【メイン】 

8    

【サブ】 

11，17 

＜働きがいのある環境づくり＞ 

・当社で、特に需要の多い福祉や建築系部門で経験の

ある有能な人材を積極的に活用・採用する。 

・大田区や地域関係部署と、多様な人材交流や共同・

連携を進める。 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

 

進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

元気に現役 げん活クラ

ブ 

・令和 7 年度は、シルバー

ピア大森中の居住者や地域

の高齢者の方々を対象に、

シルバーピアのだんらん室

を活用して、高齢者向けの

教室を開催した。 

・月１回ペースで、（計１０

回）ちょっと体を動かす軽

い体操と脳トレの教室を、

地域包括センターと連携し

て、開催した。 

 

 

  



②  

環境改善活動 

・令和 7 年度は、環境美化

活動として京急蒲田駅前広

場周辺の定期清掃を 23 回

実施した。（吸い殻が多い） 

・令和 7 年度は、駅前放置

自転車への注意喚起等を行

い、1 日あたりの放置自転

車台数は 29 台（前年度比

13％減）となった。 

  

③  

人材活用・採用活動 

・令和 7 年度は、区の OB

を 4 名と新規採用職員 1 名

の合計 5 名の社員を採用し

た。 

（事務系２名・技術系３名） 

  

 


